
笑って⾛れば福来たる駅伝 in⾹川 2025 (第3回）

福⼠加代⼦RUNプロジェクト

地球を ⾛って、笑って、元気にする！
2025年 3⽉29⽇(⼟）開催
主催： 福⼠加代⼦RUNプロジェクト実⾏委員会
実⾏委員⻑・福⼠加代⼦が⾃⾝で
主催、企画、運営をプロデュースする唯⼀のRUNイベント

後援：⾹川県、⾼松市 協⼒：関⻄テレビ放送ほか



「地球を⾛って、笑って、元気にする！」

福⼠加代⼦が「⾛って、笑って、⽇本中、世界中を元気にすること」を
⽬指すとともに、現役時代に体感した「⾛ることの楽しさ」を伝える
という⽬標を達成するため、⽇本全国、様々な地域でランイベントを企画、開催し、
地域のスポーツ振興に貢献するとともに、
⼦供から⼤⼈まで⽼若男⼥を笑顔にします。

また、福⼠とともに第⼀線で活躍した
元陸上選⼿が陸上界への恩返しを⾏う
機会と場所も提供します。

福⼠加代⼦RUNプロジェクトコンセプト①



福⼠加代⼦は、こう語る―

「⾛ることは、つらい。
というイメージがあるかもしれないけど、
それだけではないということを伝えたい。
みんな『頑張る』ことはできる、
だからこそ、
『⾛る』＝『つらい』というイメージになりやすい、
私はそれだけではない
『楽しい⾛り』も伝えていきたい。
⾛るということには、たくさんの魅⼒があると思
う」

福⼠加代⼦RUNプロジェクトコンセプト②



「笑って⾛れば福来たる駅伝」(笑福駅伝）のテーマ①
普段⾛っている⼈も、そうでない⼈も気軽に参加できる「エンジョイラン」を体験し、
⾛ることの楽しさを知るきっかけになるような場所や機会を提供できればと考えています。
参加者や会場に来た皆さんを、福⼠加代⼦が持つ笑顔と⾛りで、とにかく元気にして、笑顔
をもたらします！
また、家族や仲間、同僚などと駅伝を⾛ることでその絆を深めて頂いたり、
新たな出会いや発⾒が⽣まれる場所、また何かの節⽬の記念や思い出の⽇としても活⽤して
頂いたり、さらに、その地域や⼦供たちの成⻑につながるきっかけづくりも⾏います！
学校や企業や団体の皆様がこれを契機に、団結や絆が深まるような場所になることを⽬
指します！

わらふく



★SDGs(持続可能な開発⽬標）を推進する取り組みを⾏う

▼年齢、性別を問わず、⽼若男⼥がともに⾛れる機会を提供する

▼ハンディキャップを持つ⼈でも伴⾛者がサポートするなど、
安⼼して⾛ることができ、楽しめる距離とコース設定で開催する

▼仲間や同僚などでチームを組み、タスキを繋ぎながら、
それぞれが掲げた⽬標を達成し、団結や絆をより深める

「笑って⾛れば福来たる駅伝」(笑福駅伝）のテーマ②



【前回(第2回）2024年実績①】

◆開催⽇： 2024年3⽉30⽇（⼟）
◆会場： ⾹川県⾼松市・屋島レクザムフィールド
◆後援： ⾹川県、⾼松市
◆ゴールドパートナー：株式会社 奥村組
◆特別協賛： 株式会社 レクザム
◆参加チーム： 定員100チームを上回る「１79チーム」

（うち協賛社チームは、40チームが参加）

◆参加⼈数： 約１,２００名
※最年少は、6歳（⼩学1年⽣）、最年⻑は、８１歳
※親⼦3世代で参加するチームや障がい者も参加

◆参加者地域：⾹川、徳島、愛媛、⾼知、岡⼭、広島、岡⼭
福岡、兵庫、⼤阪、京都、滋賀、愛知、東京

◆【１周約１.９㎞】の周回コース×８周で競う駅伝。
⼩学⽣〜⼤⼈まで組み合わせ⾃由の【最少２名〜最⼤８名】で編成

福⼠加代⼦RUNプロジェクト



【前回(第2回）2024年実績②】
◆レジェンド＆特別ゲスト（※それぞれ「チーム」を組んで「笑福駅伝」に参
加）

渋井陽⼦（北京五輪代表）、
⼟佐礼⼦（アテネ、北京五輪代表）、那須川瑞穂(東京マラソン優勝）
坂本直⼦（アテネ五輪代表）、中村友梨⾹（北京五輪代表）
重友梨佐（ロンドン五輪代表）、⽥中智美（リオ五輪代表）
奥村太加典（ゴールドパートナー奥村組代表取締役社⻑）
池⽥豊⼈（⾹川県知事）、⼤⻄秀⼈（⾼松市⻑）

◆エキシビジョン「笑福ミニ駅伝」
開会式のエキシビジョンとして、地元の幼稚園児４0名と

⼥⼦陸上界のレジェンド８名が競技場の芝⽣でタスキリレーを⾏った。

福⼠加代⼦RUNプロジェクト



【前回(第2回）2024年実績③】
◆初開催！「笑福うどんリレー」
新たな出会いを⽣むべく、
⾹川の名物のうどんにちなんで、うどんを作る⾏程を
リレーをしながら⾏う。各チームの代表者1名が参加し、
即席チームでレースを⾏う企画を開催。

◆福⼠加代⼦が選ぶ特別賞など多種多様の表彰
「表彰式」では、チーム順位賞、区間最速賞に加え、
成績だけではない「⾶び賞」や「抽選会」、
福⼠加代⼦が選ぶ「特別賞」など、計１９部⾨を表彰。
（約１４０名ほどの参加者が表彰対象になり、賞品を贈呈）

【特別賞】
・笑って⾛って福来たで賞（MVPチーム）
・笑いを取りに来たで賞
・⾛れるって幸せで賞 など

福⼠加代⼦RUNプロジェクト



【前回(第2回）2024年実績④】
◆参加賞（全参加ランナーへのオリジナル記念品）
地元企業などとコラボしたグッズを新たに制作

①笑福駅伝2024完⾛MEN （協⼒：⽯丸製麺）

②笑って⾛れば幸せいっパイ （協⼒：巴堂）

③笑って⾛(箸）れば福が来る！「笑福箸」 （協⼒：いろ
は出版）

福⼠加代⼦RUNプロジェクト

◆協賛社からの豪華賞品
ミナミマグロ堪能セット、観光列⾞招待券、CW-Xタイツ＆トップス、HOKAシューズ、CHUMSテント＆キャンプセットなど



【前回(第2回）2024年実績⑤】
◆地元グルメを取り⼊れた「飲⾷ブース」の充実
さぬきうどん、⾻付き丸⻲⿃、たこ判、
揚げピッツア、餃⼦、ハンバーガー
みたらし団⼦、フィナンシェ、ドーナツ など

福⼠加代⼦RUNプロジェクト

◆その他の協賛社ブースの展開
ワコール・CW-Xタイツ試着、販売、HOKAシューズの試し履き、CHUMSキャンプ⽤品販売など



福⼠加代⼦RUNプロジェクト【前回202４年(第2回） 主な協賛企業】



「笑って⾛れば福来たる駅伝」
イベント＆PR露出

★「カンテレスポーツ公式YouTube」(登録者4万⼈）にて
ダイジェスト動画を配信 （当⽇の駅伝、事前の告知関連など）

★各テレビ、新聞媒体でイベントの事前告知
（福⼠加代⼦のテレビ出演やインタビューによるイベント告知）

★テレビ、新聞、WEB等で、当⽇のニュースとしてイベントを各社報道

【202４年 イベントPR露出実績】
▼テレビ：岡⼭放送（OHK）、⼭陽放送（RSK）、瀬⼾内海放送（KSB）
テレビせとうち（TSC）、NHK⾼松、NHK京都、関⻄テレビなど
▼新聞：読売新聞、朝⽇新聞、四国新聞、⼭陽新聞など
▼その他：「丸⻲ハーフマラソン」他、福⼠出演のマラソンイベントなど



「HEROs AWARD 2024」 受賞決定
■本イベントでの功績が評価され、福⼠加代⼦が 『HEROs AWARD 2024』受賞
アスリートによる社会貢献活動を促進することで、
スポーツでつながる多くの⽅の関⼼や⾏動を⽣み出し、社会課題解決の輪を広げていくことを
⽬的とした取り組みのひとつである「HEROs AWARD（⽇本財団主催）」において、
「笑福駅伝」をはじめとした「⾛る楽しさを伝える」活動が評価され、
『HEROs AWARD 2024』を福⼠加代⼦が受賞しました。

このほか、
プロボクシング選⼿の那須川天⼼さん、
プロ野球選⼿の筒⾹嘉智さん、
⼀般社団法⼈⽇本ラグビーフットボール選⼿会
オットーボック・ジャパン株式会社が受賞



2025年(第3回）「笑福駅伝」の展望案①
「笑福駅伝」を、さらに楽しめる「RUNフェスティバル」へ

①福⼠加代⼦＆レジェンド vs ⼩学⽣のリレー企画
②⾳楽との融合 バイオリンアーティストなどとのコラボレーション
③ご当地名物の飲⾷ブースの充実

④参加者がスマホで楽しめるLIVE配信の充実
⑤参加者が投票して決めるMVP賞

     など地元の⼈々が⼀緒にイベントを盛り上げられる企画を検討中



2025年(第3回）「笑福駅伝」の展望案②
「笑福駅伝」の全国開催への⾜掛かりとして、

2026年4⽉(第4回）「⻘森」（福⼠加代⼦の故郷）開催に向けての施策
①⻘森県、⻘森市などの地⽅⾃治体関係者チームの招待

         ②⻘森の特産物などをテーマにした出店ブースの展開
③2025年出場の複数チームを「⻘森」開催へ特別招待
④次回、⻘森への引継ぎ式の開催



スケジュール

▼202４年秋（11⽉下旬）
「記者発表＆エントリー開始」

▼202５年2⽉16⽇(⽇）
「エントリー締め切り」

▼202５年 3⽉29⽇(⼟） 「笑福駅伝in⾹川2025」 開催

【以降、2026年4⽉頃の第4回「⻘森」での⼤会開催準備】


